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1920年2月,エリオットは2冊目の詩集Puel1LS

:byT.S.EYl'ot(イギ1)ス版の題名はArcvos

Prec)を出版したが,このあまり注目されなかっ

た詩集について,エリオット自身は,兄に苑てた

手紙のなかでこう語っている｡

Someofthenewpoems,theSweeneyones,espe-

ciallyAmongikeNighh'nga/esandBurbank
areintenselyserious,andlthinkthesetwo

areamongthebestthat'Ihaveeverdone.But

cvenherelamconsideredbytheordinarynews-

papercriticasawitorsatirist,andinAmeri-

caIsupposeIshallbethoughtmerelydis一

gustingl.

こ こで彼は,ロンドンの批評家たちは自分のこ

とを単なるウィットと謁刺の詩人として片づけて

すましているが,スウィ一二一やバーバンクの登

場する詩は,非常に深刻なテーマを扱ったものだ

と述べている｡しかし,そのテーマの切実さから

くる詩句のあL,､まいさのゆえに,謁刺的表現の奥

に求めた本来の感情は,多くの読者には理解され

なかった｡エリオットが1921年に書く "The

FireSermon"のなかで再びとりあげられる人

間の欲望の姿は,1919年の詩では,次のように描

かれている｡

Burbankcrossedalittlebridge

Descendingatasmallhotel;

PrincessVoluplnearrived,

Theyweretogether,andhefell.

Defunctivemusicundersea

Passedseawardwiththepassingbell

Slowly:theGodHercules

Hadlefthim,thathadlovedhim well.

Thehorses,undertheaxletree

Beatupthedawnfrom lstria

Withevenfeet.Hershutteredbarge

Burnedonthewateralltheday.

(̀̀BurbankwithaBaedeker:Bleistein

withCiger")

また,イメージの上で,直接 TheWast

I,andに結びつく "Gerontion"("Myhouseis

a decayed house")では,."TheFireSermon"

のなかで重要な役割をはたすタリーシアスの原型

とも言うべき盲目の老人("anoldmaninadry

month,..･waitiT?どforrain")が._次のよう

に語りかける｡

Ithatwasnearyourheartwasremovedthere-

from

Tolosebeautylnterror,terrorininquision･

Ihavelostmypassion:whyshouldIneedto

keeplt

Sincewhatiskeptmustbeadulterated?

Ihavelostmysight,smell,hearing,tasteand

touch:

HowshuoldIusethemforyourclosercontact?

人間の欲望への恐怖とあきらめをくり返し扱っ

たこの1920年の詩集の出版を準備していた時期に,

エリオットは次の詩集,というよりは次には1篇

の長い詩を書くことを考え始める｡

1919年12月に書かれた母親への手紙のなかで,

来年の目標は,ずっと以前から頭にある長い詩

(̀̀alongpoem Ihavehadonmymindfora

longtime"2)を書くことだと述べているが,こ

の "longpoem''の完成後に, "Gerontion"香

その序章として一緒に印刷してはどうかと一時考
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えていたことなどから考えても,この長い詩は,

1919年頃の彼の詩に見られるテーマを,もっと大
きな枠組のなかで表現しようとするものであった

ことは確かである｡問題は,長い詩というものが

不可能に近い20世紀においてそれをどう表現する

かであった｡

エリオ ットが TheWastLandとなるべ

き長い詩を考え始めたのは,ジョイスのUlysses

の一部を読んで大変感銘を受けた1919年のことで

あるが,この段階ではUIvssesは雑誌に連載中で

あり,ジョイスの作品が Fオデュッセイアj全体

を下敷にしたものであることを彼はまだ知らなかっ

た し,また,のちにTheWastLandの構成

要素として利用されるいくつかの象徴を提供した

Jessie WestonのFrom lh-tualtoRomance

が出版されたのは,ようやく1920年の暮れになっ
てからのことであるのを考えれば (彼はフレイザ-

のTheDyingGodは大学院在学中に読んでい

る3),ジョイスの方法に気がついてすぐに植物

再生神話の枠組による長篇詩を考えたということ

ではなさそうである｡

彼が長い詩を書くことを考え始めたとき,まず

最初に頭にあったのは,20世紀のテ-ベともいう

べきロンドンの姿を,"Gerontion"の老人につ

ながるタリーシアスの ｢目｣を使って写し出すこ

とであったように思われる｡つまり,この段階で

エリオットが考えていた神話的方法は,現代のロ

ンドンを古代の都市やオーガスタン時代のロンド

ンに重ねて語るという都市の枠組と,その中に動

めく人間の姿を,すべてを知るタリーシアスの目

で語るという設定であったように思われるのであ

る｡

そして,その表現には,さまざまな声とさまざ

まな詩形が必要であったはずである｡1921年の2

月頃に書かれたと恩われる "ProseandVerse"

と題された文章は,新しい詩を書こうとしていた

この頃のエリオットの考えを明確に示している｡

Itmightbesuggestedthattheproperform

[oflongpoems]wouldbeonewhichcombined

verseandproseinwavesofintenseorrelaxed

feeling.Wehavenot,however,committedour-

Selvestothestatementthatintensityoffeel-

ingshouldbeexpressedinverseorthatverse

shollldalwaysintense.Andsuchamixtureor

proseandversewouldsinagainstadifferent

kindorunity.Asingleworkmusthavesome

metricunity.ThismayvarywldelylnpraC-

tice:Iseenoreasonwhyaconsiderablevarie-

tyorverseformsmaynotbeemployedwithin

thelimitsofasinglepoem.4

詩の部分と散文的なものとを組み合わせて,緊

張度の異なる部分からなる全体を生み出すことに

加えて,エリオットは "prosaic"なものを詩に

することと,本来つながりのないイメージを意外

な組み合わせで用いるという手法の可能性を述べ

ている｡

Weseem toseeclearlyenoughthatproseis

allowedtobe"poetic";weappeartohaveover-

lookedtherightorpoetrytobe"prosaic"･5

TheworkofpoetylSOftensaidtobeperrorm-

edby theuseofimages;by cummulative

successionofimageseachfusingwhichthe

next:orbytherapidandunexpectedcombト

nationofimagesapparentlyunrelated,which

havetheirrelationshipenforceduponthem by

themindortheanother.6

こうした考えは,この年の10月に発表される

"TheMetaphysicalPoets"などで再び述べ

られるものであるが,エリオットのこの2月頃の

批評を読むと,新しい詩のかたちを模策しようと

している当時のエリオットの声を聞くのである｡

Ⅱ

1921年4月か ら,エリオッ トは "London
Letter''と題 した文化時評をシカゴのTheDiaZ

に連載しはじめたが,これとはぼ同時に,彼は

1919年頃から考えていた長い詩の一部を書き始め

た｡TheWastLandのうちで最 もはや く形

を成 した "TheFireSermon''の前半の,タ

イプ原稿の形で残されている部分1の初稿と考え

られるものがこれである｡

1971年に出版されたTheWastLand/A

FacsimfleandTranscriptを見ると,この最

初に書き始められた第3部が,他の四つの部分に

比べて,最終的なテクストとの大幅な異同が最も
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多い形で残されており,この詩の出発点として曲

折の多い成立過程を示す,いくつかの層をなして

いる｡

たとえば,完成した段階での第3部の書き出し

であるテムズ川への呼びかけのリフレインをもっ

た叙情的な部分は,この年の秋になってようやく

書き加えられたものであり､現在タイプ原稿とし

て残されている中心的な部分は,別の書き出しで

始まり,すべて原則として10音節の詩行で書かれ

ているQ完成稿とは全く異なる冒頭の72行は,ポー

プを摸した完全にaabbの韻をふむヒロイック･

カブレットで書かれているし,タリーシアスが語

るタイピストの部屋での出来事は,ドライデンが

ロンドン大火とオランダ戦争の年を詣ったAmus

Mirabi/I-Sで用いた ababの四行連句の形で書

かれている｡そして, "theriversweats/Oil

andtar"で始まる後半の短い詩行で書かれた

"Song"は,10月から11月にかけて書き加えら

れたものである｡

問題なのは,大きく変化したタイプ原稿の部分

であって,190行ほどから成るこの最初にまとめ

られた部分の中心.を占める定形詩の部分は,これ

らが散漫で冗長だとするパウンドの批評 ("Too

loose,""rhymedragsitouttodiffuseness,''

`̀notinterestlngenoughasversetowarrant

somuchofit"2)によって,最初の70行は削除,
4行連句から成る68行のタイピスト･シーンは,

ゆるやかにababの韻をふむ42行に改変され,

また同じ4行連句で書かれた "London,your

peopleisbounduponthewheel!"という呼び

かけの14行も,パウンドの手で削られている｡

つまり, TheWastLand_tなる最初の部

分は,実際に書き始められた段階においては,請

形の上かちも,構成の枠組の上からも,1922年に

発表されたものとはかなり違1'た形をとろうとし

ていたことがわかる｡しかし,この最初に書かれ

てタイプ打ちされた190行はどの部分には,この

詩の構想の出発点を暗示する内容と構成がいくつ

か見られるのである｡

1921年3月頃から書き始められたと思われる

"TheFireSermon"は,端的に言えば,ロ

ンドンという都市と,そこに動めく人間の堕落

香,いくつかの形で象徴的に提示するのが目的で

あったと言えよう｡タイプ原稿は次のような朝の

場面で始まっているが,これはMr.Eugenides

が現われる昼食時およびタイピストが部屋に帰る

夕方 ("Herdryingcombinationstouchedby

thesun'slastrays")と対になっている｡

Admonishedbythesun'sincliningray,

Andswiftapproachesofthethievishday,

Thewhite-armedFrescablinks,andyawns,

andgapes,

Arousedfrom dreamsorloveandpleasant

rapeS･

Electricsummonsofthebusybell

Bring〔S〕briskAmandatodestroythe spell;

Withcoarsenedhand,andhardplebeiantread,

Whodrawsthecurtainroundthelacqueredbed,

Depositlngtherebyapolishedtray

Ofsoothingchocolate,orstimulatingtea.

(WLFT,"TheFireSermon,"ll.1-10.)

この "dreamsofloveandpleasantrapes"

から目を覚まし,あくびを繰り返す"white-armed

Fresca''の姿を語る言葉には,ドライデン流の

witの表現だけでなく,その裏にかくされたエリ

オット本来のある切実な感受性が,はっきりと示

されている｡"white-armed"という語は,もとも

とギリシャ神話で女性の結婚生活の守護神とされ

るHeraなどに対して使われる枕詞であるが,育

閑知識人であるこの女性は,"needfulstool一'(倭

器のことである)で事をすませる間にはリチャー

ドソンを読み,朝食をとりながらギボンを読み,

男友達に手紙を書いては亡命貴族の家でのパーティ

ーに出かけた話,ジロド-の気のきいた新作のこ

とを語り (192ユ年のことであるからイギリスの読

者には最も新しいフランス作家と言ってよい),

手紙のあとで風呂にはいれば,香水でごまかされ

たなんとも凄い体臭があたりに立ちのぼる｡

'Leav'ingthebubblingbeveragetocool,

Frescaslipssoftlytotheneedfulstool,

WherethepathetictaleofRichardson

Easesherlabourtillthedeedisdone.

Thenslipplng back between theconscious

sheets,

ExplorespageofGibbonassheeats.

Herhandscaresstheeggswell-roundeddome,

Shesinksinrevery,tilltheletterscome･
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"Mydear,how areyou? Ⅰ'm unwelltoday,

Andhavebeen,sinceIsawyouattheplay.

Ihopethatnothingmarsyourgalty,

Andthingsgobetterwithyou,thanwithme.

Iwentlastnight-moreoutofdulldespair-

To Lady Kleinwurm's party-who was

there?

Oh,LadyKleinwurm'smonde-noonethat

mattered-

Somebodysang,andLadyKleinwurm chat-

tered.

Whatareyoureading?anythingthat'snew?

IhaveacleverbookbyGiraudoux.

Clever.Ithink,isall.I'vemuchtosay-

Butcannotsayit-thatis〕ustmyway-

When shallwe meet tellme all your

manOeuVerS;

Andallaboutyourselfandyournew lovers

AndwhentoParis? Imustmakeanend,

Mydear,believeme,yourdevoted

friend".

Thisended,tothesteamingbathshemoves,

Hertressesfannedbylittlerlutt●ringLoves;

Odours,confectedbythecunningFrench,

Disguisethegoodoldheartyfemalestench.

(WLFT,"The FireSermon,"ll.ll-41.)

この詩が暗示するフレスカの本当の姿は,フラ

ンス製の香水でごまかされる "fematestench"

だけではない｡

Fresca!inothertimeorplacehadbeen

AmeekandlowlyweepingMagdalene;

Moresinnedagainstthansinnlng,bruised

andmarred,

ThelazylaughingJennyofthebard.

(Thesameeternalandconsumingitch

Canmakeamartyr,orplainsimplebitch);

Orprudentslydomesticpusspusscat,

Orautumn'sfavouritein a furnishedflat,

Orstrollingslatterninatawdrygown,

Adoorstepdungedbyeverydoglntown.

Forvaryingforms,onedefinition'sright:

Unrealemotions,andrealappetite.

(WLFT,"The FireSermon,"ll.42-53.)

"Unrealemotions,and realappetite"と

いう1行がフレスカを要約しているが,これは彼

女の社交生活の舞台であるロンドンという都市

("UnrealCity")を象徴する1行でもある｡

この appetiteという語は,もちろん carnalap-

petiteのことである｡

ところで,この詩の表現とは直接関係のない事

であるが,フレスカの教養を語るこの先の部分は,

ひょっとして,詩人のEdithSitwellをモデル

にして書かれたのではないかと思えるふしがある｡

既に述べたように TheWastL,and を書き始

めた時期である1921年3月から,エリオットは,
シカゴで発行されていたTheDiaハこ"London

Letter"と題して文化時評を連載 し始めたが,

このロンドン通信のうち,4月号から10月号に掲

載された4回分には,この詩の表現語法ともいう

べきものを間接的に語る文章が見られるだけでな

く,この詩の実際の詩句と奇妙に類似した言い回

しや題材がいくつかあり,原稿の成立過程を類推

する上で,きわめて重要な資料となっている｡そ

して,1921年4月号に掲載された第 1回目の

"LondonLetter" (1921年3月と記されてい

るが , Donald GallupのBib/iog7･aPhyの記

述に従えば,この雑誌の発行日は前月の15日頃と

いうことであるから3,実際に書かれたのは2月

中旬頃と思われる)のなかで,ジョージアン詩人

たちと一線を画する少数の詩人として,シットウェ

ルを,こう評している｡

[MissSitwell]istediouslygiventorepea-

tingherself,butthisrepetition isperhaps
herconsciousnessofthefactthatshehas

genuinelittlevisionoftheage,qulteherown.

Thispeculiarwayofseeingthings,whichis

notcapableofmuchdevelopment,iswhatis

interesting;not her technique, which is

insurricient.4

(イタリック引用者)

上の文章のなかの"quiteherown"という言葉

の類似だけでなく,PeterAckroydの伝記によ

れば,シットウェルと親しくしていたエリオット

が,彼女にはじめて出会ったのはLadyColefax

の自宅でのパーティーでのことであったという事

実,また彼が1917年10月にパウンドに宛てた手紙
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の中で彼女の名前をShitwellと書いたことがあ

ること5("Adoorstepdungedbyeverydogin

town"),また,2種頬残されている "The Fire

Sermon"のタイプ原稿のうち,2回目の推鼓に

使ったトップコピーでは,フレスカが朝食をとり

ながら読むギボンが,"TheDaily Mirror"

に書きかえられていること (彼女の出世作となっ

た詩が載ったのがこの新聞である)などから,以

上の関連が全く偶然のものとは考えにくいのであ

る｡この詩の意味には特に関係はないと考えるが,

気がついた点なので指摘しておく｡

Womengrownintellectualgrowdull,

Andlosethemotherwitornatura工trull.

Frescawasbaptisedinasoapysea

OfSymonds-WalterPater-VernonLee.

TheScandinaviansbemusedherwits,

TheRussiansthrilledhertohystericfits.

From suchchaoticmisch一maschpotpourri

Whatarewetoexpectbutpoetry?

Whenrestlessnightsdistractherbrainfrom

sleep

Shemayaswellwritepoetry,ascountsheep.

AndonthosenightswhenFrescalies alone,

Shescribblesverseofsuchagloomytone

Thatcautiouscriticssay,herstyleisquite

herown.

Notquiteanadult,andstilllessachild,

Byfatemisbred,byflatteringfriendsbeguiト

ed,

Fresca'sarrived(theMusesNinedeclare)

Tobeasortofcan-cansalonniere.

Btltatmybackfrom timetotimeIhear

Therattleofthebones,andchucklespread

from eartoear.

(WLFT,"TheFireSemon,"ll.54-72.)

以上が,1921年の春から夏にかけて書き上げら

れたと思われる冒頭の部分であるが,このフレス

カの堕落と倦怠に満ちた日常を語る72行の場面は,

マ-ヴェルのエコーをもつ最後の2行を残してす

べて削られ,第1部と第2部がまとめられたのち

に,マ-ゲイトかローザンヌかで書かれた,次の

ような美しい書き出しに改められた｡ここには,

ラフォルダ流の視覚的イメージと都会的な憂愁を

たたえたエリオット本来の確かな言葉の流れがみ

られ,現代のロンドンを写し出すゆったりとした

声となっている｡

Theriver'stentisbroken;thelastfingers

ofleaf

Clutchandsinkintothewetbank.Thewind

Crossesthebrownland,unheard.Thenymphs

aredeparted.

SweetThames,runsoftly,tillIendmysong.

Theriverbearsnoemptybottles,sandwich

paperS,

Silkhandkerchiefs,cardboardboxes,Clgarette

ends

Orothertestimonyofsummernights.The

nymphsaredeparted.

Andtheirfriends,theloiteringheirsofCity

directors;

Departed,haveleftnoaddresses.

BythewatersofLeman Isatdown and

wept...

SweetThames,runsoftytillendmysong,

SweetThames,runsofty.forIspeaknot

loudorlong.

ButatmybackinacoldblastIhear

Therattleofthebones,andchucklespread

from eartoear.

フレスカの朝を描くカブレットにとってかわる

この冒頭部は,TheWastLandの なかで

も最も叙情的なひびさをたたえた一節として印象

に残るが,この新 しい書き出しは,"TheFire

sermon"のタイプ部分に以後まとめられた第 1

部および第2部との新たな照応関係の上に立って

いる｡

川を覆っていた木々の葉が落ちてしまった"the

brownland"と,静かに流れるテムズ河のイメー

ジは,"breedinglilacs/aユtOfthedeadland"

や "thedeadtreeglVeSnOShelter,thecri-

cketnorelief,/Andthedrystonenosound
ofwater"といった第 1部の基本的モチーフと対

応するだけでなく,第2部をしめくくるコーダと

も言うべき,

GoodnightBill.GoodnightLow･

GoodnightMay.Goodnight･

Tata.Goodnight.Goodnight.

Goodnight,ladies,goodnight,sweetladies,

goodnight,goodnight･
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というオフィーリアの水死のまえの最後のせりふ

で終わる結末との,連想上のつながりを構成する

書き出しでもある｡

しか し,話を1921年 4月頃の "The Fire

Sermon"に戻せば,この最初に書かれ,タイプ

原稿の形で残された190行はどの部分には,エリ

オ･ットがはじめに考えていたこの詩の構想をうか

がわせるような別のまとまりがある｡

その第一は,エリオットが最初考えていた "a

longpoem"は,定形的な詩行をもちながらも,

20世紀の自由詩に近いリズムのものとオーガスタ

ン時代の謁刺詩に用いられた伝統的な詩形とを混

在させて,ロンドンという退廃の世界に住む自分

の感情を20世紀の訊刺詩のような形で表現しよう

としたものだったのではないか,ということであ

る｡ロンドンに動めく人間の姿を,19世紀の詩人

たちが持ち合わせなかった感性をもって詩に作り

上げるというエリオットの構想は,ちょうどこの

"TheFireSermon''を書いていた時期に,

MarkVanDorenのJohnDrydenを読んでいた

ことと深い関連があるということが既に指摘され

ている6｡この本の書評として書かれた "John

Dryden"のなかで,エリオットは,ドライデン

が持っていた謁刺の力とwitこそが19世紀の詩に

全く欠けていたものであり7,また,ドライデン

のユニークさは散文的な内容のものを詩に変えて

しまう力にあると述べている8｡また,同じ年の

3月に書かれた "Andrew Marvell"には,ドラ

イデンのwitに言及して,彼を `̀thegreatmas-

terofcontempt"9と呼んでいるが,こうした

witとcontemptは,フレスカの目覚めの場面

("The white-am ed Fresca blinks,and
yawns,andgapes")や彼女の臭い (thegood

old'hearty femalestench''),jまた "Unrbal

emotion,andrealappetite''と■いった部分だ

けでなく,タリーシアスが語る次の妄うな場面に ･

ら,見てとることができる｡ (完成稿で示す｡):

Thetimeisnow propitious,asheguesses,

Themealisended,sheisboredandtired,

Endeavourstoengageherincaresses

Whichstillareunreproved,ifundesired.

Flushedanddecided,heassaultsatonce;

Expoloringhandsencounternodefence;

Hisvanityrequiresnoresponse,
Andmakesawelcomeofindifference.

(AndITiresiashaveforesufferedall

Enactedonthissamedivanorbed;

IwhohavesatbyThebesbelowthewall

Andwalkedamongthelowestorthedead.)

Bestowsonefinalpatronisingkiss,

And gropes his way,finding the stairs

unlit...

Sheturnsandlooksamomentintheglass,

Hardlyawareofherdepartedlover;

HerbrainallowsonehalHormedthoughtto

paSS:

-Wellnow that'sdone･.and l'm glad it'S

over.

Whenlovelywomanstoopsto一ollyand

Pacesaboutherroom again,alone,

Shesmoothesherhairwithautomatichand,

Andputsarecordonthegramophone.

上の引用部の前半最後の2行,男が得意げにキ

スを与えてから,電気のついていない階段を手探

りでおりて行くところは,タイプ原稿では次のよ

うな4行連句となっていた｡これはパウンドの

`̀probablyoverthemark"という指示により,

後半2行は削除されたが,ここに見るエリオット

はまさに "themasterofcontempt"である｡

-Bestowsonefinalpatronisingkiss,

Andgropeshisway,findingthestairsunlit;

Andatthecornerwherethestableis,

Delaysonlytourinate,andspit.

(WLFT,"TheFireSermon,"ll.177-80.)

TheWastLandとなるべき詩の一部として

最初にまとめられた `̀TheFireSermon."の

190行について,もうひとつ言っておかなければ

ならないことは,エリオットがのちに付けた

Notesのなかで,あれほどはっきりと詩の枠組で

あると明言している植物再生神話や聖杯伝説のモ

チーフが,ここでは非常にわずかしか出てこない

ということである｡

この部分でそれに関係があると言えるのは

TheTe坤estのファーディナンドを連想させる

｢私｣が,ガスタンクの裏手にある淀んだ運河で,
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｢私の兄弟である国王｣が難破したことや ｢私の

父である国王｣が死んだことを考えながら釣りを

しているという,FisherKingのモチーフをわ

ずかに示す姿と,そのあとの "Whitebodies

nakedonthelowdampground"という1行だ

けである｡

Aratcreptsoftlythroughthevegetation

Dragglngitsslimybellyonthebank

While1wasfishinginthedullcanal

Onawinereveningroundbehindthegashouse

Musinguponthekingmybrother'swreck

Andonthekingmyfather'sdeathbeforehim.

Whitebodiesnakedonthelowdampground

Andbonescastinalittlelowdrygarret,

Rattledbytherat'sfootonly,yeartoyear.

この部分を,のちに書かれる第5部の "Isat

upontheshore/Fishing,withthearidplain

behindme"というイメージと比較すると,ここ

にはまだ,わずかながら草が生えているのに気づ

く｡つまり,この段階ではエリオットは,水の枯

れた死んだ大地という植物再生神話の中心をなす

モチーフにはたどり着いていないのである｡ガス

タンクの裏のうらぶれた運河は,そ,れに近いもの

も感じさせるが,しかしこの情景は,美しかった

過去との対比として提示されている現代のイメー

ジであり,また,これは本来詩には出てこなかっ

たような言葉や情景を詩にとり込もうとする試み

でもある｡こうした表現は,いま論じている190

行に特に数多く見られる特徴的な部分である｡

"Thesaundofhornsandmotors,""apocket,

fullofcurrants/(C.i.fLondon:documents

atsight),""thehumanenginewaits,/Like

ataxithrobbingwaltlng,"`̀Herdryingcom-Ll
binationstouchedby thesun'slastrays,
"stockings,slippers,camisoles,andstays.

こうした詩句とそのイメージは,言語上のキュー

ビスムとも言える言葉のコラージュを形成して,

20世紀のロンドンの心象風景を写し出している｡

もうひとつこの部分で特徴的なことは,タリー

シアスが語る20世紀のロンドンという枠組である｡

エリオットは,これも注のなかで,タリーシアス

が見るものがこの詩の中身すべてである("What

Tiresias seesin fact is the substance of

thepoem.")と語っているが,第3部は別として,

出来上った詩は必ずしもエリオットのこの説明を

徹得させるようには書かれていないのである｡

このタリーシアスにすべて語らせるという方法

には,はじめから無理があったように思われる｡

エリオットの詩人としての特徴は,Fプルーフロッ
ク詩集』に既にはっきりと示されているように,

喚起力の強い視覚的なイメージや設定が,作品と

しての明確な声として流れるところにあり,これ

は語り手による情景の描写というようなものでは

ない｡タリーシアスがすべてを見,すべてを語る

とすれば,声はひとつに限定され,また,感情の

投影としての視覚的イメージは,語り手による描

写や報告に傾くことになる｡生活感情と一体になっ

た情景を直接提示するには,F神曲｣におけるダ
ンテのようなひとりだけの語り手や観察者は,い

ない方がよい｡こうして,たとえば,

UnrealCity,IhaveseenaAndsee,

Underthebrownfogofyourwinternoon

という10音節の詩行で書かれた部分では,パウン

ドの指示に従って,観察者の存在とロンドンへの

呼びかけを消して,

UnrealCity,

Underthebrownfogofawinternoon

としたことにより,"thebrownfog"は語り手の

口を通さずに直接われわれの目に入ってくること

になり,詩句の喚起力を強めている｡

こうした点に気がつくにつれて,エリオット

の意識 は,"The Burialofthe Dead" と

`̀A GameofChess"の,より明確に視覚的

な表現と,さまざまな声や場面を,より直接的に

提示する表現に向かっていったと思われるのであ

る｡

NOTES

<Ⅰ>

エリオットの発表作品の引用は,すべて TheCom♪-

ZetePoemsandPlaysofT.S.EZioi(London:

Faber,1969)に依った｡
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1.ValerieEliot,ed.,The WasteLand:

A Facsiml-le and Transcript of the

On'gLnaZDrajisIncZudL'ng the Annota-

tlOnSOfEzraPound (London:Faber,

2. Loc.°it.

3. A.D.Moody,ThomasSYearnsE/iotJ

poet(London:CambridgeUniv.Press,

1979),p.7.

4. KazumiYano,Essaysby T･S･Eh'ot

(Tokyo:Kenkyusha,1935),p･87･

5.Loc.°it.

6.Ibid.,p.92.

<Ⅱ>

1.ValerieEliot,pp.39-47およびpp･23,27,

31,33,35(Transcriptの頁で示す)｡以下,

本文中の原稿引用部分ではTheWasteLand･'

A Facsimile and TranscrlPEはWLFTと

略記する｡なお,p.39から始まるカーボンコピー

の方が1回目の推鼓である｡原稿全体の成立順に

関しては,近年,多くの研究者が第3部のタイプ

原稿の部分を,最初にまとめられた部分としてい
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る｡GroverSmith,TheWastLand(Lon-

don:GeorgeAllenandUnwin,1まB),pp･e3-

83,およびMarianneThormahlen.TheWaste

Land:A Fragmentary WhoJeness,(CWK

GleerupLund,1978),p.13･

2.ValerieEliot,pp.39,45.

3.Donald Gallup,T･S.Ehlot:A Blb-

liograPhy(London:Faber,1969),p.208.

"TheWasteLand"が掲載されたTheDial

1922年11月号の発行日はca.150ctoberと記され

ている｡

4.TheDial,LXX.4 (Apr.1921),452.

5.T.S.EJiotIA Life (NewYork:Simon

andSchuster,1984),p.89.

6.HughKenner,̀ T̀heUrbanApocalypse,

inWalton Litz,ed.,EliotinHisTime

(princeton,NewJersey:PrincetonUniv.

Press,1973),p.25.

7.T.S.Eliot,Selected Essays (London:

Faber,1951),p.305.

8.Ibid,p.310.

9.Ibid,p.293.


